
森
友
・
加
計
疑
惑
の
徹

底
追
及
、
内
閣
総
辞
職
を

求
め
る
行
動
が
四
月
十
四

日
、
全
国
二
〇
か
所
以
上

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
会
周
辺
に
は
約
五
万

人
が
参
加
、
警
察
の
規
制

線
を
超
え
て
車
道
に
人
々

が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

い
ま
や
安
倍
政
権
の
支

持
率
は
三
〇
％
を
割
り
、

過
去
最
悪
と
な
っ
て
い
ま

す
。「

本
件
は
首
相
案
件
」
。

嘘
が
次
々
と
暴
か
れ
、
森

友
、
加
計
疑
惑
は
泥
沼
化
、

さ
ら
に
自
衛
隊
の
公
文
書

隠
ぺ
い
、
官
僚
の
セ
ク
ハ

ラ
等
々
・
・
。
こ
れ
ほ
ど

国
民
を
バ
カ
に
し
た
内
閣

も
あ
り
ま
せ
ん
。

問
題
は
こ
の
国
民
の
怒

り
を
維
持
発
展
さ
せ
て
、

社
会
の
変
革
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

で
す
。

二
〇
一
五
年
夏
「
安
保

法
制
改
悪
」
の
と
き
に
で

き
た
市
民
、
野
党
共
闘
を

よ
り
強
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

欧
米
の
よ
う
に
、
市
民

デ
モ
が
当
た
り
前
の
社
会

に
す
る
た
め
に
、
私
た
ち

労
働
組
合
の
ス
タ
ン
ス
も

重
要
で
す
。

従
業
員
を
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
は
通
常
労
災
保

険
に
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
中
小
事
業
主

の
場
合
、
自
ら
労
働
者
と

同
様
に
第
一
線
で
働
く
人

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

と
く
に
、
ダ
ン
プ
、
建

設
業
界
は
、
事
業
主
自
ら

現
場
で
仕
事
を
す
る
こ
と

が
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

組
合
に
労
働
保
険
加
入

を
委
託
す
れ
ば
、
事
業
主

も
労
災
保
険
に
特
別
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

組
合
員
の
小
山
聡
さ
ん

は
重
機
の
回
送
業
を
営
ん

で
い
ま
す
。
従
業
員
が
い

ま
す
が
、
小
山
さ
ん
も
日

常
的
に
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
一
〇
月
、
ト
レ
ー

ラ
ー
荷
台
の
脚
立
か
ら
転

落
し
腰
を
負
傷
し
ま
し
た
。

当
初
Ｓ
市
民
病
院
に
入

院
し
治
療
を
受
け
て
い
ま

し
た
が
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
を
希
望
し
た
結
果

腰
椎
破
裂
骨
折
と
診
断
さ

れ
転
院
し
手
術
、
す
で
に

半
年
以
上
の
長
期
入
院
を

強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
間
の
治
療
費
、
休
業
補

償
、
転
院
搬
送
費
等
労
災

保
険
か
ら
支
給
さ
れ
、
現

在
復
帰
に
む
け
て
「
地
獄

の
リ
ハ
ビ
リ
」
中
で
す
。

小
山
さ
ん
の
話

「
こ
ん
な
に
長
引
く
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

救
急
車
で
運
ば
れ
た
Ｓ
市

民
病
院
で
き
ち
ん
と
診
察

し
て
く
れ
て
い
た
ら
・
・

み
な
さ
ん
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
は
本
当
大
事
で
す

よ
。
少
し
で
も
不
安
が
あ
っ

た
ら
違
う
医
者
の
診
察
も

う
け
た
ほ
う
が
絶
対
い
い
。

そ
れ
と
事
業
主
で
も
現
場

に
で
る
人
は
労
災
に
入
っ

た
ほ
う
が
絶
対
い
い
」
。

重
要
な
二
つ
の
教
訓
で
す
。

２０１８年４月２５日 Ｎｏ１９７

◎
四
月
八
日
、
関
東
ダ
ン
プ
協
議
会
定
期
総
会
が
戸
田
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
栃
木
支
部
か
ら
三
役
を
中
心
に
代
表
七
人
が
参
加
、
工
藤
委
員
長
、
大
島
執
行
委
員
が
組
織
拡
大
、
過
積
載
問
題
で
発
言
し
ま
し
た
。
役
員
は
留
任
。

発行所 全日本建設交運一般労働組合

栃木県本部 〒327-0315

栃木県佐野市吉水駅前1-2-1
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組
合
員
吉
本
徹
也
さ

ん
（
仮
名
）
の
奥
さ
ん

宛
に
架
空
請
求
ハ
ガ
キ

（
下
）
が
送
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

連
絡
し
な
け
れ
ば

「
原
告
側
の
主
張
が
全

面
的
に
受
理
さ
れ
」

「
差
し
押
さ
え
」
さ
れ

る
そ
う
で
す
。
発
送
元

は
「
法
務
省
管
轄
支
局
」

と
い
う
も
っ
と
も
ら
し

い
名
前
。
も
ち
ろ
ん
吉

本
さ
ん
は
身
に
覚
え
が

ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
各
地
で
頻
発

し
て
い
る
詐
欺
で
す
。

連
絡
せ
ず
に
ほ
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

毎日3時間の「地獄のリハビリ」で仕事復帰を

めざす小山さん。

４月１４日、国会前の車道をうめつくして抗議する人たち。



加
辺
義
夫
さ
ん
は
来
月

八
十
歳
に
な
る
の
を
機
に
、

引
退
を
決
意
し
ま
し
た
。

昭
和
六
十
一
年
式
の
三

菱
ふ
そ
う
は
三
〇
九
万
キ

ロ
（
大
型
ダ
ン
プ
で
は
多

分
日
本
記
録
）
。
最
後
ま

で
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ク
ラ
ッ

チ
は
ノ
ー
ト
ラ
ブ
ル
、
エ

ン
ジ
ン
は
数
年
前
ガ
ス
ケ
ッ

ト
交
換
を
し
た
だ
け
で
、

最
後
ま
で
好
調
を
維
持
し

ま
し
た
。

加
辺
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

「
ク
ラ
ッ
チ
と
ア
ク
セ
ル

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
お
か
し

い
若
い
人
が
多
い
。
信
号

で
後
ろ
に
つ
く
と
発
進
時

の
音
で
わ
か
る
。
毎
日
何

百
回
、
何
千
回
っ
て
ク
ラ
ッ

チ
を
踏
む
ん
だ
か
ら
長
い

目
で
み
れ
ば
車
体
に
そ
れ

だ
け
負
担
を
か
け
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
俺
は
ダ
ブ

ル
ク
ラ
ッ
チ
の
癖
が
つ
い

て
る
。
運
転
の
仕
方
で
ぜ

ん
ぜ
ん
違
う
」
。

波
乱
に
満
ち
た
ダ
ン

プ
人
生
を
振
り
返
る

加
辺
さ
ん
は
群
馬
県
出

身
。
父
親
の
仕
事
で
中
学

生
の
頃
青
森
県
に
移
住
し

ま
す
。

「
親
父
は
石
工
で
俺
も
中

学
の
頃
か
ら
現
場
に
行
く

よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
２

８
年
頃
、
群
馬
の
山
奥
だ

と
囚
人
を
人
夫
と
し
て
使
っ

て
て
、
荒
っ
ぽ
い
現
場
だ
っ

た
。
石
工
と
し
て
の
大
き

な
仕
事
は
三
沢
市
に
あ
る

公
園
の
石
垣
、
ひ
と
つ
２

０
ｔ
位
の
石
を
重
機
を
使
っ

て
慎
重
に
組
ん
で
い
く
。

日
本
伝
統
の
石
垣
積
み
」
。

昭
和
の
大
型
工
事
に
関

わ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
青
函
ト
ン
ネ
ル
工
事
に

は
６
年
位
関
わ
っ
た
。
海

底
か
ら
掘
り
上
が
っ
て
く

る
砂
利
の
処
分
。
ダ
ン
プ

と
重
機
入
れ
て
あ
の
頃
が

一
番
儲
か
っ
た
。
外
車
を

何
台
も
乗
り
換
え
た
よ
」
。

「
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

前
昭
和
４
０
年
代
前
半
、

北
海
道
が
開
発
ラ
ッ
シ
ュ

で
札
樽
自
動
車
道
と
か
道

内
の
大
き
な
現
場
を
転
々

と
し
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る

現
場
で
社
長
が
夜
逃
げ
し

て
二
千
万
円
位
引
っ
か
か
っ

た
。
あ
の
と
き
が
一
番
大

変
だ
っ
た
。
い
ま
だ
に
観

光
で
も
北
海
道
は
行
き
た

く
な
い
」
。

「
女
房
は
青
森
の
六
ヶ
所

村
の
出
身
、
原
燃
の
核
燃

料
再
処
理
工
場
建
設
や
原

子
力
船
む
つ
の
関
連
工
事

に
も
関
わ
っ
た
。
六
ヶ
所

村
に
は
再
処
理
施
設
を
受

け
入
れ
る
か
わ
り
に
大
金

が
入
っ
た
。
そ
れ
で
人
生

狂
っ
た
人
を
何
人
も
見
て

き
た
よ
」
。

三
兆
円
に
お
よ
ぶ
膨
大

な
費
用
を
費
や
し
た
核
燃

料
の
再
処
理
計
画
は
、
度

重
な
る
事
故
と
福
島
第
一

原
発
の
事
故
に
よ
り
頓
挫

し
て
い
ま
す
。

「
４
５
年
位
前
に
栃
木
に

来
た
。
成
田
空
港
建
設
工

事
と
か
東
北
自
動
車
道
と

か
仕
事
は
い
く
ら
で
も
あ
っ

た
。
成
田
空
港
は
第
二
次

代
執
行
で
反
対
運
動
が
一

番
さ
か
ん
な
頃
。
出
入
り

す
る
ダ
ン
プ
が
何
台
も
過

激
派
に
燃
や
さ
れ
る
事
件

が
あ
っ
た
。
走
っ
て
い
る

ダ
ン
プ
の
下
に
火
炎
瓶
放

り
込
む
奴
も
い
て
あ
ぶ
な

く
て
仕
事
な
ん
か
し
て
ら

れ
な
い
（
笑
い
）
」

「
本
当
は
あ
と
二
〜
三
年

は
仕
事
を
し
た
か
っ
た
。

家
族
が
反
対
す
る
ん
で
・
・
。

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
け
ど
事

故
の
加
害
者
に
な
っ
た
こ

と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
一
番
。
組
合
に
入
っ

て
安
心
し
て
仕
事
で
き
た
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
お
元
気
で
」

全労済60周年感謝キャンペーン中。抽選で「くらしの安心バッグ」が当たる応募券をお渡しします。 ２０１８年４月２５日 Ｎｏ１９７

◎

年
々
「
自
然
災
害
」
が
身
近
に
な
っ
て
い
ま
す
。
全
労
済
の
「
自
然
災
害
共
済
」
な
ら
、
年
間
掛
け
金
一
万
八
千
円
で
最
大
４
２
２
万
円
ま
で
補
償
（
木
造
で
風
水
害
に
よ
る
床
上
浸
水
の
場
合
）
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

戦後日本の建設産業を支えてきたのは加辺さんのように必死に働いてきた無名の建設労働者です。北海道新幹線に乗るときは思い出します。

◎日時 ５月１３日（日）午前９時～
◎場所 新吉水地区コミュニティセンター
住所 佐野市吉水駅前吉水駅前1-19-6

吉水郵便局隣
◎費用 組合員負担金四千円（※）
◎申込 4月末までに組合事務所に電話してください。

※検査費用は５,832円のうち組合が１,832円を補助し、

組合員の自己負担は4,000円に設定しています。

組合員以外の受診希望者は実費5,832円（税込）のご負

担をお願いします。

【検査項目】

医師診察・血圧測定・尿検査

（糖、蛋白）・計測（身長、

胸囲、体重、視力）・聴力・

胸部レントゲン・血液検査

（貧血、肝機能、脂質、血糖）・

心電図・胸囲

苦楽をともにした昭和61年式ダンプ。パキスタンで第２の人生（予定）。

いまや新幹線も走る青函トンネル。多くの労働者が

殉死した難工事でもありました。

加辺さんと石垣。三沢駅前の公園で見れます。

昭和40年代の愛車いすゞ「ＴＹ５１」


